
どもの笑顔を消さない子 幼年消防フェスティバル

↑消火器の操作を
体験する園児

←日ごろから身体
を鍛えている消防
士と綱引きで勝負

　３月６日、長島町総合町民体育館で幼
年消防フェスティバルが開催されまし
た。
　当日は、町内の５つの保育園と１つの
幼稚園から 125 人の園児たちが参加し、
消防士との綱引きや消火器体験、救助機
材の見学などを楽しみました。
　このフェスティバルは、地域と消防の
交流促進・防火意識の高揚を図るため阿
久根地区消防組合が主催しました。会場
を訪れた多くの子どもたちの笑顔が、災
害によって消されることのないよう防火
意識が向上し、火災ゼロの町となってほ
しいとの願いが込められています。
　会場内を元気に駆け回っていた平尾保
育園の中川弥哉斗君（６）は「消防士が
かっこいい。綱引きがおもしろかった」
と喜んでいました。

学校２校で新入生一人
小中学校で一斉に入学式小

　４月６日、町内 11 の小学校、６つの中学
校で一斉に入学式が行われ、合わせて 210
人の新１年生が新しい学校生活をスタートし
ました。
　今年は獅子島小学校と伊唐小学校が一人だ
けの入学式となりました。伊唐小学校では、
新入生の杉山宗一郎君が在校生の出迎えを受
け、元気に入場。山川哲郎校長と「自分のこ
とは自分でする」「大きな声であいさつする」
「最後まであきらめない」の３つの約束を交
わしました。
　教育委員会や町、ＰＴＡからお祝いの言葉
が贈られると、杉山君は元気に「はい」と応
答していました。
　杉山君は、担任の鴨川律子先生と２人で初
めての学校生活を歩んでいくことになりま
す。↑担任の先生と一緒に入場する杉山君
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